
る
感
受
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
出
穂
前
後
20

日
、
気
温
が
高
い
様
で
あ
れ
ば
か
け
流
し
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

そ
の
後
は
、
間
断
か
ん
が
い
で
適
度
に
酸
素

を
供
給
し
、
根
の
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

落
水
は
出
穂
後
30
日
頃（
出
穂
日
か
ら
の
積
算

温
度
１
，
１
０
０
℃
）を
目
安
と
し
ま
す
が
、

落
水
後
、
高
温
・
乾
燥
が
続
く
場
合
は
走
り

水
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
早
期
落
水
に
よ
る

品
質
低
下
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
害
虫
】

◆
紋
枯
病

　
高
温
で
発
生
し
や
す
く
、
湿
度
が
高
く
な
る

と
病
気
が
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す（
侵
入
最

適
温
度
30
〜
32
℃
、
湿
度
96
％
）。
特
に
窒
素

過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
紋
枯
病
の
菌
は
土
の
中
で
越
冬
し
ま
す
の

で
、
前
年
に
発
生
し
た
圃
場
で
は
本
年
度
も
発

生
す
る
確
率
が
高
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
注
意
が
必
要
な
圃
場
は

・ 

施
肥
が
多
く
大
株
に
な
っ
た
圃
場

・
一
株
の
植
付
け
本
数
が
多
い
イ
ネ

・
密
植
し
た
圃
場

で
す
。
出
穂
前
の
基
幹
防
除
だ
け
で
は
な
く
定

期
的
に
圃
場
を
見
て
ま
わ
り
、
株
の
中
や
株
元

に
発
生
が
確
認
さ
れ
た
ら「
バ
リ
ダ
シ
ン
粉
剤
」

等
で
随
時
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
い
も
ち
病

　
夏
季
に
22
〜
26
℃
程
度
の
低
温
気
味
で
長

雨
・
日
照
不
足
の
環
境（
冷
夏
長
雨
）で
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
紋
枯
病
と
同
様
に
、
窒
素

過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
葉
い
も
ち
に
対
す
る
薬
剤
防
除
は
発
生
初
期

ほ
ど
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
穂
い
も
ち
の
発
生
は
、
直
接
収
量
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
で
、
予
防
散
布
と
し
て
、
出
穂
前
後

の
基
幹
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
カ
メ
ム
シ
類

　
令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
、県
内
全
域
に「
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
」に
関
す
る
注
意
報
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
乳
熟
期
の
吸
汁
の
害
が
多
く
斑

点
米
と
し
て
農
産
物
検
査
で
問
題
と
な
る
害
虫

で
す
。
適
正
な
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
稲
穂
の
み
な
ら
ず
穂
軸
や
葉
を
加
害

す
る
カ
メ
ム
シ
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的

な
圃
場
確
認
と
定
期
防
除
・
周
辺
環
境
の
整
備

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
策
と
し
て
は

・ 

圃
場
周
辺
の
適
期
草
刈
り

・ 

出
穂
期
〜
乳
熟
期
に
か
け
て
の
防
除

が
基
本
で
す
。
出
穂
期
に
使
用
す
る「
ス
タ
ー

ク
ル
粒
剤
」は
粉
剤
よ
り
長
期
間
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
畦
畔
等
の
草
刈
り
時
期
は
、
水
稲
の
出
穂
開

花
時
期
の
少
な
く
と
も
２
週
間
前
ま
で
に
終
了

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
穂
ば
ら
み
期
以
降

の
草
刈
り
は
、
カ
メ
ム
シ
類
を
水
田
に
追
い
込

む
こ
と
に
な
る
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
ウ
ン
カ
類

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
偏
西
風
に
よ
っ
て
日
本

に
飛
来
し
、
坪
枯
れ
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　
年
に
よ
っ
て
飛
来
数
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な

る
た
め
早
期
予
測
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
が
発
表
す
る
最
新
の
予
測
情
報
を
常
に
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
飛
来
に
関
す
る
情
報
が
発

表
さ
れ
次
第
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
注
意

喚
起
の
案
内
を
掲
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
病
害
虫
に
対
す
る
農
薬
・
時
期
等
は

「
稲
作
暦
」を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

発
生
す
る
病
害
虫
は
そ
の
年
の
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
の
で
、
病
害
虫
に
対
す
る
情
報
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▲葉いもち病斑

▲斑点米

【
水
管
理
】

　
つ
き
あ
か
り
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
さ
か
り

の
極
早
生
・
早
生
品
種
に
つ
い
て
は
７
月
下
旬

か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、
中
生
以
降
の
品
種

に
つ
い
て
は
８
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
出

穂
期
を
迎
え
ま
す
。

　
出
穂
の
前
段
階
に
あ
た
る
幼
穂
形
成
期（
出

穂
24
日
前
）〜
出
穂
後
の
開
花
期
は
、
最
も
水

が
必
要
な
時
期
で
す
の
で
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え

た
適
切
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

出
穂
後
５
〜
15
日
は
最
も
高
温
障
害
に
対
す

水
　稲

今月の 栽 培 ポイント 7月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

　
７
月
か
ら
８
月
は
サ
ビ
ダ
ニ
が
多
発
し
や
す

い
時
期
で
す
。
サ
ビ
ダ
ニ
は
被
害
が
見
え
始
め

て
か
ら
の
薬
剤
散
布
で
は
手
遅
れ
に
な
る
場
合

が
多
い
た
め
、
発
生
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
、

予
防
的
に
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
中
晩
柑
類
の
仕
上
げ
摘
果
】

　
傷
果
や
小
玉
果
を
中
心
に
適
正
葉
果
比
ま
で

摘
果
し
ま
す
。
仕
上
げ
摘
果
が
徹
底
出
来
な
い

と
、
収
穫
作
業
や
家
庭
選
別
作
業
が
大
変
に
な

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

仕
上
げ
摘
果
時
の
留
意
事
項

①
適
正
葉
果
比（
表
１
）

②
肥
大
基
準（
表
２
）

③
病
害
虫
被
害
の
有
無

④
し
ら
ぬ
ひ
の
扁
平
・
変
形
果

【
中
晩
柑
類
の
灌
水
・
保
水
対
策
】

　
中
晩
柑
類
は
大
玉
生
産
が
高
単
価
の
カ
ギ
と

な
り
ま
す
。
果
実
肥
大
促
進
目
的
で
梅
雨
明
け

後
は
、
土
壌
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
早
め
に
灌
水

し
ま
し
ょ
う
。
梅
雨
明
け
後
、
10
日
以
上
降
雨

が
無
い
場
合
、
10
ａ
当
た
り
20
〜
30
㎜
の
灌
水

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
灌
水
施
設
の
な
い
園

地
で
は
、ホ
ー
ス
灌
水
の
場
合
一
樹
40
ℓ
以
上
、

か
ん
注
機
の
場
合
一
樹
10
カ
所
以
上（
計
20
ℓ

以
上
）実
施
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
水
対
策

も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
過
乾
燥
状
態
で
一
度
に
多
量
の
灌
水
を
実
施

す
る
と
裂
果
が
発
生
し
ま
す
。
定
期
的
な
灌
水

が
重
要
で
す
。

◆
し
ら
ぬ
ひ

　
し
ら
ぬ
ひ
の
果
皮
障
害
は
夏
秋
季
の
乾
燥
が

要
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　
し
ら
ぬ
ひ
の
減
酸
は
８
月
〜
11
月
ま
で
ほ
ぼ

一
定
量
し
か
減
酸
し
ま
せ
ん
。
ク
エ
ン
酸
含
量

が
最
も
高
く
な
る
８
月
の
酸
を
下
げ
る
こ
と

が
、食
味
の
良
い
果
実
生
産
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
は
る
み

　
は
る
み
は
夏
秋
期
の
乾
燥
に
よ
り
酸
高
に
な

り
食
味
が
悪
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夏
場
の
乾

燥
に
よ
り
次
年
度
の
着
花
が
著
し
く
減
少
し
ま

す
。
灌
水
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
八
朔

　
乾
燥
に
よ
り
、
ホ
ウ
素
の
吸
収
が
抑
制
さ
れ

ヤ
ニ
果
が
発
生
し
ま
す
。
灌
水
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

【
み
か
ん
の
品
質
向
上
】

　
糖
度
の
高
い
み
か
ん
を
生
産
す
る
に
は
満
開

後
60
〜
１
０
０
日
の
乾
燥
が
重
要
で
す
。
中
晩

柑
類
と
同
じ
水
管
理
を
す
る
と
味
の
悪
い
み
か

ん
が
出
来
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
雨
の
多
い
場
合
は
糖
度
上
昇
を
目
的
に
次

の
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布

　
満
開
後
60
〜
70
日
、
80
〜
90
日
に
フ
ィ
ガ
ロ

ン
乳
剤
３
，
０
０
０
倍
と
マ
グ
ミ
ー
Ｆ
Ｅ

６
０
０
倍
を
混
用
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
干
ば

つ
時
は
散
布
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
タ
イ
ベ
ッ
ク
マ
ル
チ
の
被
覆

　
梅
雨
明
け
前
に
被
覆
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食

味
の
良
い
果
実
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
全

面
被
覆
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

【
み
か
ん
の
荒
も
ぎ
摘
果
】

　
摘
果
を
遅
ら
せ
る
と
糖
度
の
高
い
み
か
ん
が

出
来
ま
す
が
、
２
Ｓ
で
は
収
益
に
な
り
に
く
い

で
す
。
果
実
肥
大
を
見
な
が
ら
摘
果
の
早
晩
を

決
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
玉
傾
向
の
樹

　
７
月
下
旬
か
ら
内
生
り
裾
生
り
を
中
心
に
荒

モ
ギ
摘
果
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
肥
大
順
調
の
樹

　
盆
明
け
か
ら
摘
果
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
サ
ビ
ダ
ニ

　
サ
ビ
ダ
ニ
の
被
害
を
防
止
す
る
に
は
７
月
・

８
月
・
９
月
の
薬
剤
散
布
が
特
に
重
要
と
な
り

ま
す
。
防
除
暦
に
従
い
薬
剤
を
丁
寧
に
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
園
内
の
果
実
が
生
っ
て
い
な
い
樹

に
も
サ
ビ
ダ
ニ
は
寄
生
し
て
い
ま
す
の
で
防
除

が
必
要
で
す
。

◆
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

　
発
生
密
度
が
低
い
内
に
丁
寧
に
薬
剤
を
散
布

柑
　橘

▲しらぬひは干ばつの影響
で収穫後ヤケが出やすくな
ります

▲サビダニ初期被
害果

サビダニの初期被害
果は茶色粉がふいた
ように見えます。

表１：摘果基準

品種 残す果実 落とす
果実

その他
落とす果実 最終葉果比

ネーブル ５〜６枚の総状
有葉果の２番果

傷　果、
小玉果、
内成り、
裾成り

直花果、
扁平果、
へそ大果

80〜100

八 朔 ５〜８枚の単性
有葉果

直花果、
腰高果 80〜100

デコポン

５枚以上の単性
有葉果

へそ大果、
扁平果、
遅れ花

100

は る み 極端な腰高 80

清 見 天成り 80〜100

は る か 天成り 80〜100

表２： ７月30日時点で収穫時
にＬ以上になる果実横径

品種 横径 備考

八 朔 48mm

甘 夏 50mm

ネーブル 40mm

デコポン 48mm （２Ｌ）

しらぬひ 37mm

は る か 37mm

レ モ ン 34mm （年内Ｍ）

ローンセンター 住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。
☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：00）☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：00）
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る
感
受
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
出
穂
前
後
20

日
、
気
温
が
高
い
様
で
あ
れ
ば
か
け
流
し
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

そ
の
後
は
、
間
断
か
ん
が
い
で
適
度
に
酸
素

を
供
給
し
、
根
の
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

落
水
は
出
穂
後
30
日
頃（
出
穂
日
か
ら
の
積
算

温
度
１
，
１
０
０
℃
）を
目
安
と
し
ま
す
が
、

落
水
後
、
高
温
・
乾
燥
が
続
く
場
合
は
走
り

水
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
早
期
落
水
に
よ
る

品
質
低
下
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
害
虫
】

◆
紋
枯
病

　
高
温
で
発
生
し
や
す
く
、
湿
度
が
高
く
な
る

と
病
気
が
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す（
侵
入
最

適
温
度
30
〜
32
℃
、
湿
度
96
％
）。
特
に
窒
素

過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
紋
枯
病
の
菌
は
土
の
中
で
越
冬
し
ま
す
の

で
、
前
年
に
発
生
し
た
圃
場
で
は
本
年
度
も
発

生
す
る
確
率
が
高
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
注
意
が
必
要
な
圃
場
は

・ 

施
肥
が
多
く
大
株
に
な
っ
た
圃
場

・
一
株
の
植
付
け
本
数
が
多
い
イ
ネ

・
密
植
し
た
圃
場

で
す
。
出
穂
前
の
基
幹
防
除
だ
け
で
は
な
く
定

期
的
に
圃
場
を
見
て
ま
わ
り
、
株
の
中
や
株
元

に
発
生
が
確
認
さ
れ
た
ら「
バ
リ
ダ
シ
ン
粉
剤
」

等
で
随
時
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
い
も
ち
病

　
夏
季
に
22
〜
26
℃
程
度
の
低
温
気
味
で
長

雨
・
日
照
不
足
の
環
境（
冷
夏
長
雨
）で
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
紋
枯
病
と
同
様
に
、
窒
素

過
多
の
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
葉
い
も
ち
に
対
す
る
薬
剤
防
除
は
発
生
初
期

ほ
ど
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
穂
い
も
ち
の
発
生
は
、
直
接
収
量
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
で
、
予
防
散
布
と
し
て
、
出
穂
前
後

の
基
幹
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
カ
メ
ム
シ
類

　
令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
、県
内
全
域
に「
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
」に
関
す
る
注
意
報
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
乳
熟
期
の
吸
汁
の
害
が
多
く
斑

点
米
と
し
て
農
産
物
検
査
で
問
題
と
な
る
害
虫

で
す
。
適
正
な
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
稲
穂
の
み
な
ら
ず
穂
軸
や
葉
を
加
害

す
る
カ
メ
ム
シ
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的

な
圃
場
確
認
と
定
期
防
除
・
周
辺
環
境
の
整
備

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
策
と
し
て
は

・ 

圃
場
周
辺
の
適
期
草
刈
り

・ 

出
穂
期
〜
乳
熟
期
に
か
け
て
の
防
除

が
基
本
で
す
。
出
穂
期
に
使
用
す
る「
ス
タ
ー

ク
ル
粒
剤
」は
粉
剤
よ
り
長
期
間
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
畦
畔
等
の
草
刈
り
時
期
は
、
水
稲
の
出
穂
開

花
時
期
の
少
な
く
と
も
２
週
間
前
ま
で
に
終
了

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
穂
ば
ら
み
期
以
降

の
草
刈
り
は
、
カ
メ
ム
シ
類
を
水
田
に
追
い
込

む
こ
と
に
な
る
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
ウ
ン
カ
類

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
偏
西
風
に
よ
っ
て
日
本

に
飛
来
し
、
坪
枯
れ
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　
年
に
よ
っ
て
飛
来
数
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な

る
た
め
早
期
予
測
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
が
発
表
す
る
最
新
の
予
測
情
報
を
常
に
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
飛
来
に
関
す
る
情
報
が
発

表
さ
れ
次
第
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
注
意

喚
起
の
案
内
を
掲
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
病
害
虫
に
対
す
る
農
薬
・
時
期
等
は

「
稲
作
暦
」を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

発
生
す
る
病
害
虫
は
そ
の
年
の
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
の
で
、
病
害
虫
に
対
す
る
情
報
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▲葉いもち病斑

▲斑点米

【
水
管
理
】

　
つ
き
あ
か
り
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
さ
か
り

の
極
早
生
・
早
生
品
種
に
つ
い
て
は
７
月
下
旬

か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、
中
生
以
降
の
品
種

に
つ
い
て
は
８
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
出

穂
期
を
迎
え
ま
す
。

　
出
穂
の
前
段
階
に
あ
た
る
幼
穂
形
成
期（
出

穂
24
日
前
）〜
出
穂
後
の
開
花
期
は
、
最
も
水

が
必
要
な
時
期
で
す
の
で
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え

た
適
切
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

出
穂
後
５
〜
15
日
は
最
も
高
温
障
害
に
対
す

水
　稲

今月の 栽 培 ポイント 7月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

　
７
月
か
ら
８
月
は
サ
ビ
ダ
ニ
が
多
発
し
や
す

い
時
期
で
す
。
サ
ビ
ダ
ニ
は
被
害
が
見
え
始
め

て
か
ら
の
薬
剤
散
布
で
は
手
遅
れ
に
な
る
場
合

が
多
い
た
め
、
発
生
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
、

予
防
的
に
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
中
晩
柑
類
の
仕
上
げ
摘
果
】

　
傷
果
や
小
玉
果
を
中
心
に
適
正
葉
果
比
ま
で

摘
果
し
ま
す
。
仕
上
げ
摘
果
が
徹
底
出
来
な
い

と
、
収
穫
作
業
や
家
庭
選
別
作
業
が
大
変
に
な

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

仕
上
げ
摘
果
時
の
留
意
事
項

①
適
正
葉
果
比（
表
１
）

②
肥
大
基
準（
表
２
）

③
病
害
虫
被
害
の
有
無

④
し
ら
ぬ
ひ
の
扁
平
・
変
形
果

【
中
晩
柑
類
の
灌
水
・
保
水
対
策
】

　
中
晩
柑
類
は
大
玉
生
産
が
高
単
価
の
カ
ギ
と

な
り
ま
す
。
果
実
肥
大
促
進
目
的
で
梅
雨
明
け

後
は
、
土
壌
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
早
め
に
灌
水

し
ま
し
ょ
う
。
梅
雨
明
け
後
、
10
日
以
上
降
雨

が
無
い
場
合
、
10
ａ
当
た
り
20
〜
30
㎜
の
灌
水

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
灌
水
施
設
の
な
い
園

地
で
は
、ホ
ー
ス
灌
水
の
場
合
一
樹
40
ℓ
以
上
、

か
ん
注
機
の
場
合
一
樹
10
カ
所
以
上（
計
20
ℓ

以
上
）実
施
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
水
対
策

も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
過
乾
燥
状
態
で
一
度
に
多
量
の
灌
水
を
実
施

す
る
と
裂
果
が
発
生
し
ま
す
。
定
期
的
な
灌
水

が
重
要
で
す
。

◆
し
ら
ぬ
ひ

　
し
ら
ぬ
ひ
の
果
皮
障
害
は
夏
秋
季
の
乾
燥
が

要
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　
し
ら
ぬ
ひ
の
減
酸
は
８
月
〜
11
月
ま
で
ほ
ぼ

一
定
量
し
か
減
酸
し
ま
せ
ん
。
ク
エ
ン
酸
含
量

が
最
も
高
く
な
る
８
月
の
酸
を
下
げ
る
こ
と

が
、食
味
の
良
い
果
実
生
産
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
は
る
み

　
は
る
み
は
夏
秋
期
の
乾
燥
に
よ
り
酸
高
に
な

り
食
味
が
悪
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夏
場
の
乾

燥
に
よ
り
次
年
度
の
着
花
が
著
し
く
減
少
し
ま

す
。
灌
水
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
八
朔

　
乾
燥
に
よ
り
、
ホ
ウ
素
の
吸
収
が
抑
制
さ
れ

ヤ
ニ
果
が
発
生
し
ま
す
。
灌
水
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

【
み
か
ん
の
品
質
向
上
】

　
糖
度
の
高
い
み
か
ん
を
生
産
す
る
に
は
満
開

後
60
〜
１
０
０
日
の
乾
燥
が
重
要
で
す
。
中
晩

柑
類
と
同
じ
水
管
理
を
す
る
と
味
の
悪
い
み
か

ん
が
出
来
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
雨
の
多
い
場
合
は
糖
度
上
昇
を
目
的
に
次

の
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布

　
満
開
後
60
〜
70
日
、
80
〜
90
日
に
フ
ィ
ガ
ロ

ン
乳
剤
３
，
０
０
０
倍
と
マ
グ
ミ
ー
Ｆ
Ｅ

６
０
０
倍
を
混
用
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
干
ば

つ
時
は
散
布
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
タ
イ
ベ
ッ
ク
マ
ル
チ
の
被
覆

　
梅
雨
明
け
前
に
被
覆
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食

味
の
良
い
果
実
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
全

面
被
覆
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

【
み
か
ん
の
荒
も
ぎ
摘
果
】

　
摘
果
を
遅
ら
せ
る
と
糖
度
の
高
い
み
か
ん
が

出
来
ま
す
が
、
２
Ｓ
で
は
収
益
に
な
り
に
く
い

で
す
。
果
実
肥
大
を
見
な
が
ら
摘
果
の
早
晩
を

決
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
玉
傾
向
の
樹

　
７
月
下
旬
か
ら
内
生
り
裾
生
り
を
中
心
に
荒

モ
ギ
摘
果
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
肥
大
順
調
の
樹

　
盆
明
け
か
ら
摘
果
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
サ
ビ
ダ
ニ

　
サ
ビ
ダ
ニ
の
被
害
を
防
止
す
る
に
は
７
月
・

８
月
・
９
月
の
薬
剤
散
布
が
特
に
重
要
と
な
り

ま
す
。
防
除
暦
に
従
い
薬
剤
を
丁
寧
に
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
園
内
の
果
実
が
生
っ
て
い
な
い
樹

に
も
サ
ビ
ダ
ニ
は
寄
生
し
て
い
ま
す
の
で
防
除

が
必
要
で
す
。

◆
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

　
発
生
密
度
が
低
い
内
に
丁
寧
に
薬
剤
を
散
布

柑
　橘

▲しらぬひは干ばつの影響
で収穫後ヤケが出やすくな
ります

▲サビダニ初期被
害果

サビダニの初期被害
果は茶色粉がふいた
ように見えます。

表１：摘果基準

品種 残す果実 落とす
果実

その他
落とす果実 最終葉果比

ネーブル ５〜６枚の総状
有葉果の２番果

傷　果、
小玉果、
内成り、
裾成り

直花果、
扁平果、
へそ大果

80〜100

八 朔 ５〜８枚の単性
有葉果

直花果、
腰高果 80〜100

デコポン

５枚以上の単性
有葉果

へそ大果、
扁平果、
遅れ花

100

は る み 極端な腰高 80

清 見 天成り 80〜100

は る か 天成り 80〜100

表２： ７月30日時点で収穫時
にＬ以上になる果実横径

品種 横径 備考

八 朔 48mm

甘 夏 50mm

ネーブル 40mm

デコポン 48mm （２Ｌ）

しらぬひ 37mm

は る か 37mm

レ モ ン 34mm （年内Ｍ）

JAカードを紛失されたら 直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル　 0120-159674（24時間受付、年中無休）　 0120-159674（24時間受付、年中無休）5



し
ま
し
ょ
う
。

◆
黒
点
病

　
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
の
散
布
間
隔
は
累

積
降
雨
２
５
０
㎜
も
し
く
は
散
布
後
30
日
で

す
。
遅
れ
な
い
よ
う
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
ア

ビ
オ
ン
Ｅ
を
混
用
す
る
と
薬
剤
の
残
効
が
高
ま

り
ま
す
。（
８
月
は
薬
害
事
例
が
あ
る
の
で
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

◆
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　
８
月
中
下
旬
が
２
回
目
の
防
除
適
期
と
な
り

ま
す
。
散
布
ム
ラ
の
な
い
よ
う
薬
剤
を
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

◆
サ
ン
ホ
ー
ゼ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除
よ
り
10
〜
15

日
早
く
薬
剤
を
散
布
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
日
焼
け
対
策
】

　
陽
光
面
に
紙
の
ガ
ム
テ
ー
プ
を
貼
る
か
白
色

サ
ン
テ
な
ど
を
利
用
し
日
焼
け
防
止
を
図
り
ま

し
ょ
う
。
日
焼
け
対
策
を
省
力
化
す
る
た
め
に

ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト
の
散
布
も
有
効
で
す
。（
選

果
機
の
水
洗
ラ
イ
ン
を
通
ら
な
い
品
種
は
汚
れ

が
と
れ
な
い
の
で
使
用
し
な
い
で
く
さ
い
）

【
除
草
】

　
雑
草
と
養
水
分
の
競
合
を
防
ぐ
た
め
に
実
施

し
ま
す
。
除
草
剤
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
使
用

し
ま
し
ょ
う
。
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
の
連

用
は
ツ
ユ
ク
サ
や
ス
ギ
ナ
の
占
有
率
が
高
く
な

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
梅
雨
明
け
頃
に
シ
ン
バ
ー
水
和
剤
と
バ
ス
タ

を
混
用
散
布
す
る
と
長
期
間
、
雑
草
の
発
生
を

抑
制
で
き
ま
す
。
詳
し
い
使
用
方
法
は
担
当
技

師
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ぶ
ど
う

【
露
地
栽
培
デ
ラ
ウ
ェ
ア
】

◆
収
穫

　
い
よ
い
よ
収
穫
期
で
す
。
収
穫
は
果
実
温
度

の
低
い
早
朝
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
荷
さ
れ
る
方
は
、
酸
抜
け
に
注
意
し
て
適

熟
果
の
収
穫
を
心
が
け
、
商
品
と
し
て
責
任
の

持
て
る
果
実
を
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
分
管
理

　
着
色
期
か
ら
収
穫
期
に
か
け
て
は
、
や
や
乾

燥
気
味
に
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
裂
果
対
策

　
裂
果
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　
排
水
溝
や
樹
冠
下
の
マ
ル
チ
ン
グ
等
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
露
地
栽
培
ピ
オ
ー
ネ
】

　
ト
ン
ネ
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
は
温
度
が
上
が
り
す

ぎ
、
着
色
不
良
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
袋
掛
け

後
早
め
に
除
去
し
て
防
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
着
色
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
や
や
乾
燥
気
味

に
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
大
粒
系
の
ぶ
ど
う
で
は
ベ
ト
病
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
は
早
め

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

も
も

　
収
穫
が
終
了
し
た
樹
は
、
果
実
生
産
に
栄
養

を
消
耗
さ
せ
て
お
り
弱
っ
て
い
ま
す
。
礼
肥
を

施
用
し（
硝
酸
入
り
化
成
肥
料
Ｓ
６
０
４
を
20

㎏
／
10
ａ
）、
灌
水
も
し
っ
か
り
行
い
、
樹
勢

の
回
復
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
次
年
度
の
貯
蔵
養
分
を
蓄
え
る
た
め
に
、
葉

を
樹
に
で
き
る
だ
け
長
く
つ
け
て
お
け
る
よ
う

防
除
を
徹
底
し
、
葉
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
乾
燥
が
続
く
場
合
は
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
さ

び
病

な
し

◆
新
梢
管
理

　
徒
長
枝
は
日
当
た
り
を
考
慮
し
て
込
み
合
う

よ
う
な
ら
、誘
引
や
ね
ん
枝
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
樹
の
夏
季
剪
定
は
、
樹

の
内
側
の
込
み
合
っ
た
部
分
を
整
理
す
る
程
度

に
し
て
く
だ
さ
い
。
葉
数
が
少
な
く
な
る
と
光

合
成
量
が
少
な
く
な
り
、
樹
に
と
っ
て
は
致
命

的
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

◆
水
分
管
理

　
な
し
は
水
分
が
多
い
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
。
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
し
っ
か

り
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
ち
じ
く

◆
新
梢
管
理

　
枝
が
密
生
し
て
樹
冠
内
部
が
混
み
す
ぎ
て
い

る
と
、
葉
に
よ
る
傷
果
、
日
照
不
足
に
よ
る
着

色
不
良
果
が
増
え
ま
す
。
園
内
を
見
回
り
、
枝

が
混
み
す
ぎ
て
い
る
所
は
思
い
切
っ
て
枝
抜
き

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▲サンホーゼカイガラムシ
による被害

落
葉
果
樹

▲褐さび病（葉）

▲日焼け果

▲ホワイトコート散布果実

◆
灌
水

　
い
ち
じ
く
は
夏
季
の
水
管
理
に
よ
っ
て
、
果

実
の
肥
大
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
梅
雨
明
け

後
は
、
高
温
乾
燥
が
続
き
、
ヤ
ケ
熟
果
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
晴
天
が
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
収
穫

　
い
よ
い
よ
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
果
実
温
度

の
低
い
早
朝
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
収
穫
す
る

際
は
、
果
実
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
採

収
し
ま
し
ょ
う
。

か
き

◆
摘
果

　
奇
形
果
・
変
形
果
・
病
害
虫
被
害
果
・
小
玉

果
を
摘
果
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
分
管
理

　
柿
は
乾
燥
に
弱
い
の
で
、
乾
燥
さ
せ
な
い
よ

う
に
定
期
的
に
灌
水
を
行
い
、
果
実
肥
大
を

図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
平
年
に
比
べ
、
２
日
程
早
い
梅
雨
入

り
と
な
り
ま
し
た
。
中
国
地
方
の
梅
雨
明
け
の

平
年
値
は
７
月
19
日
で
す
。
梅
雨
明
け
後
は
高

温
、
乾
燥
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
梅
雨
明
け
後
の
野
菜
の
管
理
】

◆
敷
き
ワ
ラ
・
マ
ル
チ
被
覆

　
敷
き
ワ
ラ
と
マ
ル
チ
は
病
害
防
除
と
し
て
だ

け
で
な
く
、株
元
の
乾
燥
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
、

乾
き
に
よ
る
根
張
り
の
悪
さ
を
防
ぎ
、
肥
料
の

効
き
目
も
高
め
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
６
〜
７
月
の
梅
雨
と
台
風
、
９
月
の

長
雨
の
時
期
に
は
土
壌
中
の
水
分
調
整（
マ
ル

チ
の
み
）、
土
跳
ね
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

　
敷
き
ワ
ラ
の
場
合
、
梅
雨
時
期
は
薄
く
、
梅

雨
明
け
後
は
厚
く
敷
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

　
乾
燥
し
や
す
い
傾
斜
地
で
は
溝
に
も
敷
き
ワ

ラ
を
行
い
、
乾
燥
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
夏
野
菜
の
後
期
管
理
】

　
こ
れ
か
ら
の
管
理
を
怠
ら
ず
、
良
品
質
な
野

菜
を
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

① 

果
菜
類
の
整
枝
・
誘
引
を
行
い
、
下
葉
を
取

り
除
き
過
繁
茂
に
な
っ
て
い
る
部
分
の
間
引

き
を
す
る
な
ど
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

② 

灌
水
は
朝
早
く
行
い
、
可
能
で
あ
れ
ば
昼
前

に
２
回
目
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③ 

追
肥
に
つ
い
て
は
、
少
量
を
定
期
的（
10
日

〜
２
週
間
お
き
）に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

常
に
野
菜
に
目
配
り
し
害
虫
の
発
生
初
期
に

は
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
ニ
ン
ジ
ン
の
種
播
き
】

　
夏
播
き
ニ
ン
ジ
ン
は
、
秋
の
適
温
条
件（
18
〜

20
℃
）で
育
つ
た
め
作
り
や
す
く
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
長
い
期
間
収
穫
で
き
る
の
で
、
家
庭

菜
園
に
ぜ
ひ
お
す
す
め
で
す
。

　
た
だ
、
種
播
き
は
７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬
ご

ろ
が
適
期
と
な
る
の
で
、
発
芽
と
生
育
初
期
だ

け
は
難
し
い
時
期
に
当
た
り
ま
す
。

　
種
子
は
一
昼
夜
浸
水
し
た
後
、
ガ
ー
ゼ
で
包

み
、２
〜
３
割
程
度
が
発
芽
し
た
ら
播
き
時
で
す
。

　
播
き
溝
は
鍬
幅
く
ら
い
に
、
底
面
が
平
ら
に

な
る
よ
う
丁
寧
に
作
り
、
乾
い
て
い
た
ら
ジ
ョ

ウ
ロ
で
溝
全
面
に
た
っ
ぷ
り
灌
水
し
て
か
ら
種

を
播
き
ま
す
。

　
覆
土
は
種
子
が
や
っ
と
見
え
な
く
な
る
ぐ
ら

い
、
ご
く
薄
く
か
け
ま
す
。

　
そ
の
後
、
数
回
間
引
き
を
し
、
最
終
的
に
本

葉
が
６
〜
８
枚
の
頃
に
は
株
間
を
12
㎝
位
に
整

え
て
下
さ
い
。

【
灌
水
の
重
要
性
】

　
野
菜
は
水
が
不
足
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
障
害

が
起
こ
り
ま
す
。

　
ニ
ン
ジ
ン
の
発
芽
不
良
も
そ
う
で
す
が
、
土

壌
の
乾
燥
に
よ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
不
足
が
引

き
起
こ
す「
尻
腐
れ
症
」も
そ
の
１
種
で
す
。
長

く
良
品
質
な
野
菜
作
り
の
た
め
に
も
し
っ
か
り

と
水
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

家
庭
菜
園

畝全体に敷きワラをする

▲ピーマンの尻腐れ症

種子間隔は２cm、覆土はごく
薄く２～３mmぐらい

乾いていたら、播く前に溝全
体にたっぷりと灌水する
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し
ま
し
ょ
う
。

◆
黒
点
病

　
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
の
散
布
間
隔
は
累

積
降
雨
２
５
０
㎜
も
し
く
は
散
布
後
30
日
で

す
。
遅
れ
な
い
よ
う
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
ア

ビ
オ
ン
Ｅ
を
混
用
す
る
と
薬
剤
の
残
効
が
高
ま

り
ま
す
。（
８
月
は
薬
害
事
例
が
あ
る
の
で
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

◆
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　
８
月
中
下
旬
が
２
回
目
の
防
除
適
期
と
な
り

ま
す
。
散
布
ム
ラ
の
な
い
よ
う
薬
剤
を
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

◆
サ
ン
ホ
ー
ゼ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除
よ
り
10
〜
15

日
早
く
薬
剤
を
散
布
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
日
焼
け
対
策
】

　
陽
光
面
に
紙
の
ガ
ム
テ
ー
プ
を
貼
る
か
白
色

サ
ン
テ
な
ど
を
利
用
し
日
焼
け
防
止
を
図
り
ま

し
ょ
う
。
日
焼
け
対
策
を
省
力
化
す
る
た
め
に

ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト
の
散
布
も
有
効
で
す
。（
選

果
機
の
水
洗
ラ
イ
ン
を
通
ら
な
い
品
種
は
汚
れ

が
と
れ
な
い
の
で
使
用
し
な
い
で
く
さ
い
）

【
除
草
】

　
雑
草
と
養
水
分
の
競
合
を
防
ぐ
た
め
に
実
施

し
ま
す
。
除
草
剤
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
使
用

し
ま
し
ょ
う
。
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
の
連

用
は
ツ
ユ
ク
サ
や
ス
ギ
ナ
の
占
有
率
が
高
く
な

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
梅
雨
明
け
頃
に
シ
ン
バ
ー
水
和
剤
と
バ
ス
タ

を
混
用
散
布
す
る
と
長
期
間
、
雑
草
の
発
生
を

抑
制
で
き
ま
す
。
詳
し
い
使
用
方
法
は
担
当
技

師
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ぶ
ど
う

【
露
地
栽
培
デ
ラ
ウ
ェ
ア
】

◆
収
穫

　
い
よ
い
よ
収
穫
期
で
す
。
収
穫
は
果
実
温
度

の
低
い
早
朝
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
荷
さ
れ
る
方
は
、
酸
抜
け
に
注
意
し
て
適

熟
果
の
収
穫
を
心
が
け
、
商
品
と
し
て
責
任
の

持
て
る
果
実
を
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
分
管
理

　
着
色
期
か
ら
収
穫
期
に
か
け
て
は
、
や
や
乾

燥
気
味
に
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
裂
果
対
策

　
裂
果
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　
排
水
溝
や
樹
冠
下
の
マ
ル
チ
ン
グ
等
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
露
地
栽
培
ピ
オ
ー
ネ
】

　
ト
ン
ネ
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
は
温
度
が
上
が
り
す

ぎ
、
着
色
不
良
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
袋
掛
け

後
早
め
に
除
去
し
て
防
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
着
色
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
や
や
乾
燥
気
味

に
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
大
粒
系
の
ぶ
ど
う
で
は
ベ
ト
病
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
は
早
め

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

も
も

　
収
穫
が
終
了
し
た
樹
は
、
果
実
生
産
に
栄
養

を
消
耗
さ
せ
て
お
り
弱
っ
て
い
ま
す
。
礼
肥
を

施
用
し（
硝
酸
入
り
化
成
肥
料
Ｓ
６
０
４
を
20

㎏
／
10
ａ
）、
灌
水
も
し
っ
か
り
行
い
、
樹
勢

の
回
復
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
次
年
度
の
貯
蔵
養
分
を
蓄
え
る
た
め
に
、
葉

を
樹
に
で
き
る
だ
け
長
く
つ
け
て
お
け
る
よ
う

防
除
を
徹
底
し
、
葉
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
乾
燥
が
続
く
場
合
は
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
さ

び
病

な
し

◆
新
梢
管
理

　
徒
長
枝
は
日
当
た
り
を
考
慮
し
て
込
み
合
う

よ
う
な
ら
、誘
引
や
ね
ん
枝
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
樹
の
夏
季
剪
定
は
、
樹

の
内
側
の
込
み
合
っ
た
部
分
を
整
理
す
る
程
度

に
し
て
く
だ
さ
い
。
葉
数
が
少
な
く
な
る
と
光

合
成
量
が
少
な
く
な
り
、
樹
に
と
っ
て
は
致
命

的
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

◆
水
分
管
理

　
な
し
は
水
分
が
多
い
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
。
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
し
っ
か

り
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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ち
じ
く

◆
新
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管
理

　
枝
が
密
生
し
て
樹
冠
内
部
が
混
み
す
ぎ
て
い

る
と
、
葉
に
よ
る
傷
果
、
日
照
不
足
に
よ
る
着

色
不
良
果
が
増
え
ま
す
。
園
内
を
見
回
り
、
枝

が
混
み
す
ぎ
て
い
る
所
は
思
い
切
っ
て
枝
抜
き

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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影
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に
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で
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い
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に
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期
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に
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を
行
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、
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。

　
今
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は
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、
２
日
程
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い
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と
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ま
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た
。
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地
方
の
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明
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の
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は
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で
す
。
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明
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後
は
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、
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し
害
虫
の
発
生
初
期
に

は
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
ニ
ン
ジ
ン
の
種
播
き
】

　
夏
播
き
ニ
ン
ジ
ン
は
、
秋
の
適
温
条
件（
18
〜

20
℃
）で
育
つ
た
め
作
り
や
す
く
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
長
い
期
間
収
穫
で
き
る
の
で
、
家
庭

菜
園
に
ぜ
ひ
お
す
す
め
で
す
。

　
た
だ
、
種
播
き
は
７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬
ご

ろ
が
適
期
と
な
る
の
で
、
発
芽
と
生
育
初
期
だ

け
は
難
し
い
時
期
に
当
た
り
ま
す
。

　
種
子
は
一
昼
夜
浸
水
し
た
後
、
ガ
ー
ゼ
で
包

み
、２
〜
３
割
程
度
が
発
芽
し
た
ら
播
き
時
で
す
。

　
播
き
溝
は
鍬
幅
く
ら
い
に
、
底
面
が
平
ら
に

な
る
よ
う
丁
寧
に
作
り
、
乾
い
て
い
た
ら
ジ
ョ

ウ
ロ
で
溝
全
面
に
た
っ
ぷ
り
灌
水
し
て
か
ら
種

を
播
き
ま
す
。

　
覆
土
は
種
子
が
や
っ
と
見
え
な
く
な
る
ぐ
ら

い
、
ご
く
薄
く
か
け
ま
す
。

　
そ
の
後
、
数
回
間
引
き
を
し
、
最
終
的
に
本

葉
が
６
〜
８
枚
の
頃
に
は
株
間
を
12
㎝
位
に
整

え
て
下
さ
い
。

【
灌
水
の
重
要
性
】

　
野
菜
は
水
が
不
足
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
障
害

が
起
こ
り
ま
す
。

　
ニ
ン
ジ
ン
の
発
芽
不
良
も
そ
う
で
す
が
、
土

壌
の
乾
燥
に
よ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
不
足
が
引

き
起
こ
す「
尻
腐
れ
症
」も
そ
の
１
種
で
す
。
長

く
良
品
質
な
野
菜
作
り
の
た
め
に
も
し
っ
か
り

と
水
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

家
庭
菜
園

畝全体に敷きワラをする

▲ピーマンの尻腐れ症

種子間隔は２cm、覆土はごく
薄く２～３mmぐらい

乾いていたら、播く前に溝全
体にたっぷりと灌水する

営農相談 農業に関することなら専門的なことから家庭菜園まで、お気軽にご相談ください。JAは、新たに農業を始められる方も支援しています。農業に関することなら専門的なことから家庭菜園まで、お気軽にご相談ください。JAは、新たに農業を始められる方も支援しています。
（東尾道営農センター）☎0848-56-1231　（尾道北営農センター）☎0848-29-9611　（東尾道営農センター）☎0848-56-1231　（尾道北営農センター）☎0848-29-9611　
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